
中泊町新庁舎
Nakadomari Town Hall

中 泊 町平成２９年１月

◎位置
◎総事業費

◎敷地面積
◎建築面積
◎延床面積
◎構造
◎工期
◎竣工
◎設備概要

青森県北津軽郡中泊町大字中里字紅葉坂 209番地

20億 143 万 4千円

（本体工事費　17 億 8,781 万円、設計・監理費　

8,370 万円、備品購入費　1億 2,992 万 4千円）

14,709.79㎡

2,466.32㎡

4,239.08㎡

鉄骨造２階建

平成 27年 8月 4日～平成 28年 12月 12日

平成 28年 12月 12日

駐車場　来客用 91台

　　　　（うち障害者用 4台、高齢者対応用 12台）

公用車車庫　8台

エレベーター　11人乗り 2台（積載荷重 750kg）

太陽光発電設備　10kW

自家用発電機　100KVA（72時間連続運転可能）

平成２５年　６月１７日

平成２６年　１月２３日

　　　　　　３月１３日

　　　　　　９月１１日

平成２７年　１月３１日

　　　　　　３月１１日

　　　　　　６月３０日

　　　　　　８月　４日

　　　　　　８月２８日

平成２８年１０月３１日

　　　　　１２月１２日

　　　　　１２月２８日

平成２９年　１月　４日

　　　　　　１月１５日

新庁舎建設検討委員会設置

新庁舎建設基本構想案を町長に答申

町議会 3月定例会で設計委託費可決

基本設計・実施設計委託契約締結

基本設計業務終了

町議会 3月定例会で建設予算案及び

監理委託費予算案可決

実施設計業務完了

建設工事契約締結・監理業務委託契約

締結

工事起工・安全祈願祭執行

車庫棟完成・引渡し

本体引渡し・竣工式

旧庁舎閉庁式

新庁舎開庁式

新庁舎落成記念式典（総合文化セン

ター「パルナス」）

建設概要

建設の経過

中泊町役場

〒 037 － 0392

　青森県北津軽郡中泊町大字中里字紅葉坂 209 番地

　ＴＥＬ　０１７３－５７－２１１１（代表）

　ＦＡＸ　０１７３－５７－３８４９

　http://www.town.nakadomari.lg.jp

大地の恵と海の幸　心ひとつに希望のまち



ごあいさつ
　平成２９年１月４日、いよいよ待望の新しい庁舎での業務が開始されました。

　新庁舎は、築後５１年を迎える旧庁舎が老朽化という課題に直面していたこと、

東日本大震災を受けた防災対策の重要性を深く認識したことから、町の拠点であ

る役場庁舎の安定的な業務継続を目指して、関係各位の皆さまにご理解・ご協力

をいただきながら建設したものです。

　この機会に、町民の皆さまにご不便をおかけしていたことを解決しようと、ワ

ンストップサービスを目指すべく新たに３所属（水産観光課、教育委員会、保健

センター）を庁舎内に移動し、１か所でなるべく用事が済ませられるような配置

としました。また、東日本大震災時の教訓をふまえて、司令塔となる役場の機能

強化、強靭化へも配意し、万一の際に行政機能が停止することのないような各種

設備も完備しています。そのほか、町民の皆さまが気軽に集えるようなスペース

の整備、バリアフリー対策など、さまざまな面から使い勝手のよい庁舎となって

います。

　今後も、町民の皆さまへのより良いサービス提供を、職員とともに一丸となっ

て目指していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

中泊町長

小　野　俊　逸

１階

２階

■配置所属
①会計課

②税務課

③町民課

④福祉課

⑤水産観光課

⑥農業委員会

⑦農政課

⑧環境整備課

⑨教育委員会

各種税・料金などのお支払

町県民税、固定資産税など各種税のご相談

住民票・戸籍などの各種証明書、年金、国民健康保険、健康相談

高齢者・障害者・児童福祉、介護保険などの申請・ご相談

水産業、観光情報

農地の賃貸借、売買などのご相談

農業、営農相談、商工、林業、畜産

建築、道路、ごみ・リサイクル、町営住宅

学校教育、就学・転入学のご相談、社会教育、生涯学習

予算編成、入札・契約

秘書、情報公開、防災、まちづくり、広報、選挙

議会傍聴受付

■配置所属
⑩財政課

⑪総務課

⑫議会事務局

■主な設備・部屋
　障害者用トイレ（うちオストメイト対応１か所）、会議室

　町民ホール、キッズコーナー、相談室、授乳室、自販機コーナー

■主な設備・部屋
　障害者用トイレ（うちオストメイト対応１か所）、会議室、調理室

▲　議場

▲　エントランスホール

▲　町民ホール

▲　大会議室

新庁舎の特長

災害時への万全な対応 どんな方にも快適に

低炭素で経済的な庁舎

皆さまの活動に利用可能

庁舎内の冷暖房システムとして、カーボンオフセット

の再生可能エネルギー「木質ペレット」を利用したシ

ステムを採用しました。冷暖房システムは、利用頻度

によって省エネ型ヒートポンプエアコンと使い分ける

など、管理コストが安くなるような工夫を凝らしてい

ます。そのほか、１０ｋWの太陽光発電設備を公用

車車庫屋上に設置し、時代の要請である CO₂ 削減と、

経済的であることのバランスを取った庁舎を目指して

います。

東日本大震災時は、停電と燃料供給の断絶に苦しめら

れた教訓をふまえ、行政が止まることなく災害対策を

行えるよう、７２時間連続運転可能な発電設備を備え

ました。また、２階大会議室は、災害時の避難場所と

しても活用され、公用車車庫の２階には防災用品の備

蓄倉庫も完備し、災害に万全を期します。

町民の皆さまが各種活動に利用可能な「大会議室」「調

理室」などを整備しました。各種レクリエーションな

どにご活用いただけます。

１階の町民ホールは、町民の皆さまが気軽に集える憩

いのスペースとして整備しました。その一角には、小

さいお子様がいらっしゃる方でも安心なキッズスペー

スを設けています。トイレはすべて障害者用トイレを

併設したほか、さらに２か所をオストメイト対応、障

害者用駐車場、車いす対応の議会傍聴席、プライバシー

に配慮した相談

室など、さまざ

まな要望に対応

した庁舎としま

した。


